資料２－４

安全管理特別指導事業場月報
令和　　年　　月分　（報告期日　翌月１０日）

	事 業 の
種　　類
	
	事業場名
	

	所 在 地
	(TEL　　　　　　　　　　　　　　　)

	労働者数
	男　　　　女　　　　計
	連絡責任者
氏　　　名
	

	当　月　災　害　発　生　状　況

	延労働時間　　数
	災　害　件　数
	度

数

率
	損　失日　数
	強

度

率
	休業延日　 数

	
	死　亡
	休業4日以上
	休業4日未満
	計
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	累　計　災　害　発　生　状　況

	延労働時間　　数
	災　害　件　数
	度

数

率
	損　失日　数
	強

度

率
	休業延日　 数

	
	死　亡
	休業4日以上
	休業4日未満
	計
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	改　善　計　画　進　捗　状　況

	　　　区　分

　改善事項
	当月の改善計画進捗状況
	進 捗 率
	備　　考

	
	
	
	

	
	
	
	


上記のとおり報告いたします。

令和　　年　　月　　日

事業者　職　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　労働基準監督署長　殿
月報の作成要領
不休災害も含め労働災害を的確に把握する必要あります｡
度数率･強度率を算出するため延労働時間数を把握しておいてください｡
(１)　度数率

　　100万延実労働時間当たりの労働災害による死傷者数(発生頻度)をもって表したもの。すなわち、統計にとった期間中に発生した労働災害による死傷者(100万倍された)を同じ期間中に危険にさらされた全労働者の延実労働時間数で除した数値で、その算式は次のとおりである。
　　　　　　

　　　　　　　　　休業1日以上の労働災害による死傷者数

	延実労働時間数


(２)　強度率
　　1,000延実労働時間当たりの労働災害当たりの延労働損失日数をもって災害の重さの程度(重篤度)を表したもの。すなわち、統計にとった期間中に発生した労働災害による延労働損失日数(1,000倍された) を同じ期間中に危険にさらされた全労働者の延実労働時間数で除した数値で、その算式は次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　 労働損失日数 
	延実労働時間数


(３)　延労働損失日数

　　(イ) 死亡　7,500日
　
　(ロ) 身体障害を伴うもの
	身体障害等　　級
	1～3級
	4級
	5級
	6級
	7級
	8級

	延労働損失 日 数
	7,500
	5,500
	4,000
	3,000
	2,200
	1,500


	身体障害等　　級
	9級
	10級
	11級
	12級
	13級
	14級

	延労働損失 日 数
	1,000
	600
	400
	200
	100
	50


　　(ハ) 身体障害を伴わないもの


　　　   労働損失日数　＝　 休業日数 　× 
　　度数率　＝





×1,000,000





強度率　＝





× 1,000
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